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１．研究計画の概要 
 
 研究代表者は、多彩な生理作用を有する緑

茶の主要成分エピガロカテキンガレート

（EGCG）と特異的に結合し、その機能性を

担う細胞膜受容体があるとの独自のコン

セプトのもと、緑茶カテキン受容体の同定

に世界で初めて成功した（本成果は、成果

を掲載したNature Struct. Mol. Biol.の

表紙を飾るとともに、プレス発表論文とし

て全世界に発信された）。一方、本受容体

分子に関する基礎的情報（発現組織や発現

制御機構）は非常に乏しく、受容体分子と

しての具体的な働き（シグナル伝達機構）

に関する研究は手つかずのままであった。 

 そこで本研究課題では、緑茶カテキンを

生体内シグナル因子（受容体のリガンド）

として捉え、受容体を介したカテキンの機

能性発現機序を明らかにし、緑茶カテキン

を機能性素材として、安全かつ効果的に活

用した食品を創製するための分子的基盤

に資することを目的とし、以下の研究項目

を遂行している。 

1）緑茶カテキンが受容体への結合を介して

発現を制御する遺伝子／タンパク質を網羅

的に解析する。  

2）緑茶カテキンが受容体に結合した後どの

ようにしてその生理作用を発現するのか、そ

の機能性発現に関与する因子を同定する（緑

茶カテキン受容体を介したカテキンシグナ

リングの解明）。 

3）多彩な緑茶カテキンの生理機能は、受容

体を介した作用かどうかの検証。 

4）受容体分子中のカテキン結合領域の同定、

ならびにカテキン感受性遺伝子の遺伝子配

列情報に基づいた緑茶カテキン感受性に関

係するSNPsを解明する（緑茶カテキンの効き

方における個人差の遺伝的背景の解明）。  

5）緑茶カテキンの受容体への結合を促進（も

しくは阻害）する食品成分を明らかにする

（緑茶カテキンの機能性を高めるための「食

べ合わせ」の科学）。 

 

２．研究の進捗状況 

1）EGCGが67LRを介して発現を調節する遺伝
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子として、抗酸化作用、抗炎症作用、抗がん

作用などに関連する遺伝子を見いだした。 

2）EGCGが受容体に結合後の生理作用を仲介

する細胞内シグナル伝達分子としてeEF1Aお

よびMYPT1を見いだした。これらの分子がin 

vivoにおけるEGCGの抗がん作用発現に必須

であり、カテキン感受性決定遺伝子として働

くことを明らかにした。 

3）67LRがEGCGの抗がん作用のみならず、好

塩基球の脱顆粒阻害作用や高親和性IgE受容

体発現抑制作用も仲介していることを明ら

かにした。 

4）受容体分子中のEGCG結合部位が161- 170

番目のアミノ酸残基からなるドメイン(IPCN

NKGAHS)であることを、結合ドメイン欠損体

を用いた検討等より明らかにした。 

5）67LRの発現を増大させる食品成分としてa

ll-trans-retinoic acid(ATRA)を見いだす

とともに、EGCGをATRAと同時摂食させること

でATRA が腫瘍における67LRの発現を増加さ

せるとともにEGCGの抗がん作用を増強させ

ることを明らかにした。 

 

３．現在までの達成度 

② おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 上記研究５項目のうち、1）, 2）, 3）, 

5）に関して具来的なデータを得ることに成

功するとともにその成果を学会発表や原著

論文の形で公表した。４についても緑茶カテ

キン感受性に関係するSNPsの解明以外は研

究計画通り順調に進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

（１）研究項目３）に関して、EGCGの多彩な

緑茶カテキンの生理機能が受容体を介した

作用かどうかを、マクロファージ、血管内皮

細胞、脂肪細胞などを対象に抗炎症作用、血

管弛緩作用、脂質代謝調節作用について検討

する。 

（２）緑茶カテキンの効き方における個人差

があるのかどうか、カテキン感受性決定遺伝

子の遺伝子配列情報に基づいた緑茶カテキ

ン感受性に関係するSNPsを解明する。 
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